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備後国府まつり報告

７月２０日２１日の２日間にわたり、備後国府まつり

を開催しました。今年は｢超参加｣というスローガンの
を掲げ､地域の方達を巻き込み､より府中市に近いまつ
りにしていこうとイベントを企画してまいりました。
その一つに、田辺和裁さんを始めとした府中市内の
和裁士さん方の指導の下、府中高校の生徒さんによる
浴衣を一から製作してのお披露目ショーを行い、
当日は多くの方が見に来られ大変な盛況ぶりでした。
また本山町で活動されている里山倶楽部さんには
地元の竹を使ったワークショップにご協力頂きました。

まつり委員会 委員長 堀内 朗

その他、一般参加のイベントとして、浴衣
コンテストやウォーターパークにＢＢＱ
パークと、連日にわたり多数の市民の方に
ご参加を頂きました。

地元の方達と共に作り上げた事で、備後
国府まつりが府中市民にとってより近いも
のになり、まつりを通じた郷土愛の醸成に
繋がって頂ければ幸いです。今回ご協力
ご参加頂いた市民の皆様に、この場を借り
て御礼申し上げます。ありがとうございま
した。



学習型体験事業の開催
８月４日（日）に府中こどもの国POMPOMにて
キッズフリーマーケットin FUCHUを開催しまし

た。参加した子供たちは８月３日（土）に事前
準備を行い、ただ「もの」を売るだけではなく
不要になった「もの」をどのようにしたら売れ
るか考え行動してもらう中で、プロセスの大切
さと協力する事の重要性を感じてもらうことを
目的として開催しました。キッズフリマ当日は
ただ、売るだけではなく、大きな声で商品をア
ピールしたり、じゃんけんで買ったら値引きし
たり、タイムセールをするなど私が想像してた
以上の工夫をして一生懸命がんばっている姿を

青少年育成委員会 委員長 真邉康史

８月担当例会『第５回ソラシド会議』

８月担当例会では、｢第５回ソラシド会議」と
して地元情報の一元化を実現していく為に、私
たちＪＣメンバーが自らの立場で出来ることは
何かについて、グループディスカッションを行
いました。この例会には、これまで４回に渡り、
情報一元化に向けて議論するために開催してき
た「ソラシド会議」に参加して頂いている地元
金融、メディア、ＩＴ、行政関係者など各分野
の知識をお持ちの方に幅広く出席頂き、同じ
テーマで議論を展開しました。リアリティが湧
きにくい、難しいテーマでの議論となりました

社会開発委員会 委員長 平 康太朗

が､様々な観点からの意見を頂き、今後まとめに入るにあたって、参考にできることも多く、大いに
有意義な場になりました。ご参加頂いた全ての方に、お礼申し上げます。

見ることが出来ました。また、チームに中には役割を決め円滑に商品を売るような工夫も見ることが
出来ました。結果、全員が目標を達成することが出来ました。保護者からは、「わが子がこんなに
大きな声で人に声を掛ける姿は見たことがなかった」など新たな発見の場となったとの意見も
頂きました。今回、設営に携わって頂いた委員会メンバー並びに応援メンバーそして、ドレミファ
キッズフェスに来場していただいたLOMメンバーには感謝いたします。

8月26日に会員交流事業 府中JCイノベーション

戦略会議～府中の未来のために～を開催致しま
した。この事業は府中青年会議所がより良い
組織になるために、会員同士が本音の意見を
ぶつけ合い現在の府中青年会議所の課題を洗い
出し、変革する力に変える場として行いました。

事前アンケートを元に５つのチームに分かれ、
チーム内で自分たちの本音の意見を語り、ワー
クショップ形式で各チーム２～３つの課題を
出すことができました。

今回出た府中青年会議所の課題は、府中青年
会議所の事務局に掲示しています。

府中青年会議所が今後より良い組織となるよう
にこの記事を読んでいただいた方もご意見を頂
ければと思います。会員交流委員会 委員長 藤井昭徳

会員交流事業の開催



4/4

中国地区球技大会実行委員会
実行委員長 溝上法光

第４８回中国地区球技大会

９月７日８日と２日間に渡り、第４８回中国地区
球技大会を府中青年会議所が主管をさせて頂きま
した。まずは、決して交通の便、野球環境の整っ
ているとは言えない、府中市にお越し下さった
中国各ブロック代表１５ＬＯＭの皆様に感謝を
申し上げます。この球技大会は、前夜祭と野球を
通じて各青年会議所が交流を深める場となりまし
た。各青年会議所に撮影をお願いしました｢野球部
紹介動画｣は、前夜祭にて大変好評を頂き、それぞ
れの青年会議所の色が出た大変良い紹介になりま
した。

野球大会では猛暑の中、全国大会を目指し、
白熱した試合が繰り広げられました。府中青年
会議所は残念ながら１回戦で敗退しましたが、
運営もしながらよく戦ったと思います。優勝は、
見事！倉敷青年会議所が２連覇！とてつもない
打線でした。準優勝は萩青年会議所、３位は
広島青年会議所でした。中国地区を代表として、
全国大会に出場する倉敷青年会議所には是非、
全国大会優勝をしていただきたいと思います。
最後に、決して人手が足りているとは言えない
中、３日間準備と設営を行ってくれた門田部会
長、浅野部会長、福永部会長、府中青年会議所
メンバーの皆様に感謝を申し上げます。府中青
年会議所のメンバーだからこそ、少ない人数で
も運営ができたのだと誇りに思っております。
また、大会を行うにあたりご協力を賜りました
野球連盟の皆様に心より感謝を申し上げます。

第４９回ブロック大会in庄原

９／１５(日)庄原市にてブロック大会に参加して参りました。今年は、広島ブロック協議会に出向し

ている社会保障委員会委員長田辺貴慶君のフォーラム『みんなで変えていこう！子育て改革！』を
皆で受講し、少子高齢化問題のヒントをたくさんもらいました。また、卒業生3名全員に出席を頂き

盛大に卒業式をお祝いすることが出来ました。多くのメンバーで参加出来たことで、大会テーマに
「ＴＵＲＮＩＮＧ ＰＯＩＮＴ」、大会スローガン「地域を輝かせる変化の起点となれ」に相応しい
刺激と今後の活動のヒントをたくさん得ることが出来ました。

専務理事 兼 会計担当 小野隆義



卓上マシニングなどの機器及び各種工具類をそろえて
おり、本格的な創作活動ができるモノづくりの
工房です。コンセプトにもあるように、ドローンを
自分で作って飛ばせるのは勿論のこと、DDD.Laboの

デジタル機器を使って、未来の府中を担う技術者が
生まれる場にしたいと思っています。企業様の
試作開発の場としても利用できますので、
是非ご活用ください！

道の駅びんご府中の交流テラス内に､
DDD.Labo（スリーディーラボ）が、府中市

の補助金を受けて８／１０にオープンしま
した。DDD.Laboは、Drone × Digital × DIYの

頭文字を取った名称で、｢ドローン、
デジタル（最先端機器）、ものづくりを
合わせて自ら作る実験室」という意味で
つけました。DDD.Laboには、３Ｄプリン
ターやレーザーカッター、３Ｄスキャナー、

子供たちの為に何ができるのか、何が残せるの
かを考え、２年という短い期間ではありますが、
皆様と共に過ごす時間を有意義なものにしたいと
思っております。また今後とも
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広報担当より

広報を担当しております会員交流委員会委員
長 藤井です。この度、現役会員の皆様の
ご協力によりJC News 517号を発行できました。
この場をお借りし御礼申し上げます。

「DDD.Laboについて」

新入会員紹介
府中に帰ってきて１５年が

経ちますが、今までこのまちの
事に興味を持つ機会がなくＪＣ
の存在も知りませんでした。
府中市が抱えている問題への取
り組み、青少年育成、備後国府
まつり等、様々な活動をされて
いることを知り自分の視野の
狭さを痛感しました。

山路大介

(株)モノミラ

石原 謙太郎

世羅西開発有限会社
ご指導ご鞭撻の程よろしく。
お願いいたします。


